






























は  し  が  き 
 
 この冊子は、学位規則（昭和 28 年 4 月 1 日文部省令第 9 号）第 8 条による公表を目的として、平成 24
（2012）年度に本学において博士の学位を授与した者の、論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨を収
録したものである。 
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ることが、明らかになった。具体的には、以下の 3 点である。第 1 に、ライフストーリーを把握するため
の3種類の調査方法―すなわち①個人インタビュー、②記述〔学習者がライフストーリーを書く〕、③グル
ープインタビュー―のそれぞれにおいて気づきが確認された。第 2 に、とりわけ①②③の順序で行うこと




みた。気づきの類型化に関しては、論理的には 32 の類型が存在するのに対し、実際には 22 の類型が見出
された。気づきは対象と段階という二つの次元から分類される。対象からみた類型は、「自己に関する気づ
き」、「他者に関する気づき」、「社会に関する気づき」に分類される。段階では、「発見の気づき」と「確認
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としての保全教育における理科の位置づけを確認し、第２章で 1940 年代から 1970 年代までの自然保護教
育に続いて、1990 年代以降の生物多様性保全教育へと変遷していく流れを確認し、第３章で自然保護教育












解がどのようになされてきたかを探るために、昭和 22 年中学校学習指導要領試案から平成 10 年中学校学
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 ① 自分の主張を支持する意見として出す。自分の主張を強化する。 
 ② 先行研究の不十分さを表すために出す。先行研究の不十分さを指摘することによって、その不十分
な点を補完する内容を続けたり、また不十分な点を踏まえた上で主張を行う。 
 ③ 自分が述べていることの具体例を出す。 
 ④ 自分が示した具体例を一般化するもの（解説するもの）として出す。 
a 調査結果や事例の一般化を行うために、調査結果と類似した例として引用文を提示する。 
    b調査結果や事例の一般化を行うために、調査結果や事例に対して解説を行う 
 ⑤ これまで述べてきた視点とは別の視点を提供しているものとして出す 
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て、３名のコーダーによるコーディングを実施した。その結果、次のようなことが言えた。 
 １）「考えられる」「言える」は「データを解釈する機能」が最も多い。 
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（２a：項目の列挙の前の導入文の判定基準、２b：列挙される項目の判定基準） 
３：論文作業自体への機能を明示しているもの    ４：文自体の機能明示 
５：後文への導入文                ６：表や図に関する注釈 
７：読み手への配慮                ８：定義 
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 本論文は『学会名鑑』（2004）の 5 つに分類された人文部門のそれぞれから最も会員数の多い学会を選び、
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ャンダルは彼が党首を務めたアイルランド国民党を二分し、名誉を失墜させ、パーネルは指導力を取り戻
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第１章：ラットにおける食事性因子によるアルカリホスファターゼへの影響 
ビタミン K は、緑色野菜に多く含まれているビタミン K1と、腸内細菌および納豆菌などの微生物によっ















研究１において、ビタミン K 経口投与により、ラット小腸 ALP 活性が有意に上昇したことを報告した。
そこで、研究４では、ビタミンK1およびビタミンK2の小腸ALP遺伝子発現への効果を、マウスを用いて検






































おいて、低リン食（P:1.5 g/kg diet）群では基準食（P:3.0 g/kg diet）群に比べて大腿骨の骨塩量が低
下した。一方、リン摂取量の増加により血中ALPの減少傾向が認められ、高リン食（P:5.0 g/kg diet、P:10.0 
g/kg diet）群では基準食群に比べ骨密度が低下した。本研究では 14 日間という短期間の実験食投与であ
ったが、リンの摂取量が血中 ALP や骨代謝に深く関与していることが明らかになり、食事性因子としてリ
ン摂取量の重要性が示された。 




った。その結果、ビタミン K1およびビタミン K2経口摂取により、小腸 ALP 遺伝子の mRNA の発現が増強さ
れ、ビタミンKが遺伝子レベルでも小腸ALPに深く関与していることが明らかになった。 
研究 5 では、脂質経口投与による ALP 活性への影響を検討したところ、十二指腸において、小腸型 ALP
の上昇作用が認められた。 
研究 6 では、若年成人を対象に、骨型 ALP と食事性因子との関連を検討し、血中の骨型 ALP と血中リン
濃度、または血中の骨型ALPとリン摂取量との間で負の相関関係が認められた。 
以上のように、本論文では食事性因子（ビタミンK、リン、牛乳・乳製品、脂質）による血中や組織中の
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わる疑問点として以下の 4 点を抽出した。 
1. 江戸上りでの琉球使節の装束や芸能衣裳に「形付け」が着用されていたとする説の真偽 
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論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
学童保育所は、共働き世帯の一般化に伴い保育所と同様に需要が高まっている。全国学童保育連絡協議


















が 40 人以下である施設は 4 割弱に留まることが認められた。さらに、室空間構成の考察から、小学校内施
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設は、校庭や体育館、特別教室などを利用することで活動の場が拡がる可能性があり、児童館内施設は、遊戯室
の設置により常時運動できる空間が確保されているなど、設置形態によって特色が異なることが明らかとなった。 








 第 4 章では、第 3 章で判明した室空間構成の問題点を定量的に分析するために、室空間のつかわれ方と
面積に着目した参与観察調査を実施し、子どもが行為に使用している面積を算出した。その結果、厚労省
が推奨する専用室面積には、運営に必要な設備や固定家具の面積が考慮されておらず、それらの面積を除















 第 6 章では、本研究で得られた知見をまとめ、学童保育所の施設計画のあるべき姿を提言した。具体的
には、専用室は学童登録児特有の行為を含む静的行為のための室（1.88 ㎡/人）とある程度の動的行為を含
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論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
本研究は 1890 年代から 1910 年代のアメリカにおける婦人服と婦人服産業について検討し、実際の衣生
活がどのように変化していったのか、またその変化をどう受容していったかについて論じるものである。 
衣服産業という視点でアメリカを捉える場合、これまでは既製服に焦点をあてることが多かった。しか
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本章では、奥野が、当時の「心理学」の文献からインパクトを受けていたことを示した。William A. Smith,  
The reading process （1922）、  Mary E. Pennell ＆ Alice M. Cusack,  How to teach reading （1924?）、
















































一次資料として、奥野の著作 26 点、成城小学校の研究機関誌『教育問題研究』掲載論文約 100 点、他の
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序章 
奥野に関する先行研究を、観点別に取り上げて検討を加えている。 
































奥野が、欧米の心理学的な読書論（William A. Smith, The Reading Process, 1922,  Mary E. Pennell 
and Alice M. Cusack, How to Teach Reading, 1924, Edmund Burle Huey, The Psychology and Pedagogy 
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（２）奥野の〈読むこと〉の教育を、同時代（1920 年代から 30 年代）の国語教育界 
とりわけ読み方教育をめぐる動向全体の中に位置づけた点。 
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情動学習の一種である味覚嫌悪学習は、マウスに新奇の味 （CS） を呈示後、内臓不調 （US） を経験
させると、マウスはその味を忌避するようになる学習である。この時に獲得する記憶を味覚嫌悪記憶とい
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が、最適投与量下で、消去記憶保持機構の成熟を促進する可能性が示唆された。 
一方で、テストステロンは、5α-還元酵素によって、テストステロン活性型である 5α-ジヒドロテストス












受容体 （AR） の遺伝子発現を RT-PCR 法によって確認したところ、テストステロンの作用部位と成り得
る可能性が示唆された。そこで、性成熟過程 （２週齢～７週齢） の AR 遺伝子発現量を定量 PCR （Q-PCR） 
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情動学習の一種である味覚嫌悪学習は、マウスに新奇の味 （CS） を呈示後，内臓不調 （US） を経験
させると、マウスはその味を危険なものと判断し忌避するようになる学習である。この時に獲得する記憶


























性成熟前のテストステロン投与実験の結果を踏まえ、性成熟前 （3 週齢） で去勢後、性成熟後 （7 週
齢） でテストステロンを作用させ、消去記憶保持機構の成熟促進に対するテストステロンの作用時期につ
いて検証した。その結果、消去記憶保持の強化は認められず、消去記憶の保持機構の成熟には、性成熟前
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のテストステロンの作用が重要であることが行動実験により示された。また、味覚嫌悪記憶の中枢である
扁桃体と、消去記憶の中枢である前頭前野腹内側部 （消去記憶関連脳部位） に対し、テストステロンの
受容体であるアンドロゲン受容体 （AR） の遺伝子発現を RT-PCR 法によって確認したところ、テストス
テロンの作用部位と成り得る可能性が示唆された。そこで、性成熟過程 （2 週齢～7 週齢） の AR 遺伝子
発現量を real-time PCR 法を用いて定量し、両脳部位に対するテストステロンの作用時期を検証することを
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幅が狭くプレーンな形態が女性の体型を適切に表現する格好良いスカートとして受容された。スポーツ
服は環境、活動性、社会性を踏まえ、スカートは優雅さと規範に留意する女性の主体的な選択であった。 
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論 文 の 内 容 の 要 旨 
 














































第２章 17 世紀普遍言語構想における事物・観念・言葉 
コメニウスの「事物」観を、ウィルキンスと対比させることによって明らかにした。 
第１節では、『光の道』を分析し、コメニウスが普遍言語を「事物そのもの」に近い形で構想したことを
明らかにした。第２節ではコメニウスの『開かれた事物の扉』(Janua Rerum Reserata, 1680)を分析し、
事物は観察可能な眼前の対象としてではなく、神の秩序やイデアを映し出すがゆえに重視されたことを明
らかにした。第３節では、ウィルキンスの『実在的概念文字と哲学的言語に向けての試論』（An Essay 
Towards a Real Character, and a Philosophical Language, 1668, 以下、『試論』）を分析し、彼の普遍言
語が観念の記号であるという特徴を明らかにした。 
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第Ⅲ部 コメニウスにおける書物 ―教育を成立させるもの― 
コメニウスにおける世界の認識（第Ⅰ部）と、そしてその世界を語り・伝えること（第Ⅱ部）を、教育
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  第Ⅰ部 「コメニウスにおける文字―事物主義の内実とは何か―」 
 第１章 「17 世紀普遍言語構想におけるコメニウスの位置づけ」では、17 世紀普遍言語構想の全体的な
動きを整理し、その中でのコメニウスの位置づけを、特に彼と交流の深かった英王立協会における普遍言
語運動に対する、コメニウスの影響関係を通して明らかにしている。 
 第２章 「17 世紀普遍言語構想における事物・観念・言葉」では、英王立協会の中心メンバーとして、
普遍言語構想に取り組んだウィルキンスの『実在的概念文字と哲学的言語に向けての試論』（An Essay 
Towards a Real Character and a Philosophical Language,1668）と、コメニウスの『光の道』（Via 
Lucis,1668）と『開かれた事物の扉』(Juana Rerum Reserata, 1681)を比較検討し、前者が観念の記号を
構想したのに対して、後者が神の秩序やイデアを映し出すものとされた「事物そのもの」に近い形を構想
したことを明らかにしている。 
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 第Ⅱ部 「コメニウスにおける声―事物主義を超えるもの―」 


















 第 8 章 「『汎教育』における書物執筆の法則」では、コメニウスの『汎教育』（Pampaedia,1660 年頃
執筆、1966 年出版）を分析し、第 7 章で述べた一般的読書論が、学校教育における教科書論に振り向けら
れるとき、多読よりも限定的読書が、知の事後的整理ではなく事前の構造化が求められていることを明ら
かにしている。 




































































































主査 教 授  井 川 克 彦 
副査 教 授  吉 良 芳 恵 
   教 授  永 村   眞 
教 授  島 田 法 子 
放送大学元教授、横浜国立大学名誉教授 
    天 川   晃 
 
 





































































































































































  第二部 原水禁運動の盛衰―原爆報道の展開 
第四章 原爆被害者救援運動の成立 
第五章 六〇年安保と自民党の世論対策 
   第六章 原水禁団体の政争と被爆者取材の展開 
  第三部 原爆報道の確立と被爆地の平和運動 
   第七章 「ヒロシマ20年」と新聞界の評価 
   第八章 広島市と原爆ドーム保存運動 
   第九章 世論調査にみる広島市民の核意識 
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読者に任せるような叙述であって、最も核心的な結論の提示という点において表現不足である。また記事
年表や文献一覧の添付など、論文の構図を読者により分かりやすくするための配慮が望まれる。 
このような問題点を有するが、前述した諸点において、本論文の歴史学研究に対する貢献は大きいと判
断する。 
上記の審査結果を総合的に勘案し、本審査委員会は全員一致で、本論文が博士論文としての学問的水準
を備えるものであり、博士（文学）の学位を授与するに値するものであると判断し、報告する次第である。 
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